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エルニーニョ現象に伴う天候の特徴

1 .はじめに

近年，気候変動という言葉をよく耳にする。そ

の中でエルニーニョ現象が注目されており，気象

に携わっている関係者としてこの現象について紹

介する。

エルニーニョ 1)現象とは 大平洋赤道域の南米

沿岸から中央部の日付変更線付近にかけての広い

海域で海面水温が平年に比べて高くなり，それが

半年から 1年半程度持続する現象であり，数年に

一度発生する。これとは逆に 同じ海域で海面水

温が平年より低い状態が継続する現象はラニーニ

ヤ 2)現象と呼ばれる。

エルニーニョ現象は 海面のみの現象ではなく海

洋の内部の変化も伴い また大気の動きとも密接

に関係している。通常大平洋の低緯度海域の海面

気圧配置は，東部で高く西部のインドネシア付近

で低くなっており 両者の気圧差に応じて大平洋

の海面付近では東から西ヘ貿易風が吹いている。

この貿易風に吹き寄せられて海面下数百メートル

までの表層では 西部のインドネシア近海に暖か

い海水が蓄積し 東部の南米沖では深層から冷水

が湧き上がって海面水温は西部で高く，東部で低

くなっている。西部の比較的暖かい海域では水が

さかんに蒸発するとともに 上空では上昇気流が

生じ，次々に雲が発生している。

ところが，エルニーニョ現象が発生していると

きは貿易風が弱く 海洋表層の暖水の厚さが西部

で通常より薄く，東部で厚くなるとともに，東部

言葉工ルニーニョ 1)，ラニーニャ 2)の意味

1 )スペイン語でエル (El)は定冠詞，ニーニョ (Nino)

は「男の子Jの意昧で エルニーニョは幼子イエス・

キリストを指す。

2 )ラ(La)は女性名詞の定冠詞，ニーニャ (Nina)は

「女の子Jの意味である。
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図1.エルニーニョ現象時に起こる変化(模式図)
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では深層からの冷水の湧き上りは弱くなってい

る。このため，中部から東部大平洋赤道域の海面

水温が通常よりも高くなっており，それに伴って

雲がさかんに発生する海域も通常より東に移動す

る。ラニーニャ現象が起こっているときは逆に貿

易風が平年に比べて強く 東西の海面水温の差も

平年より大きくなる。

地上気圧については 南大平洋東部で平年より

高く(低く)なるとインドネシア付近で平年より

低く(高く)なるという シーソーのような変化

をすることが20世紀初頭から知られており，南方

振動 (SouthemOscillation)と呼ばれていた。

現在では，この南方振動とエルニーニョ現象は

大気と海洋が密接に結びついた同一の現象のそれ

ぞれ大気側，海洋側の側面として認識されている。
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このため両者を併せたエルニーニョ・南方振動

(ENSO) という言葉もよく使われている。

エルニーニョ現象は 世界各地の天候と関係が

あるといわれている。日本の天候についても，エ

ルニーニョ現象が起こっているときには平年に比

べて梅雨明けが遅れ気味で 冷夏や暖冬になりや

図2.工ルニーニョ監視海域北緯4度~南緯4度，

西経150度~西経90度
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すいといった統計的な関係がある。ただし，エル

ニーニョ現象がもたらす天候への影響は，必ず現

れると言うわけではなく 例えばエルニーニョ現

象が起こっていても日本の夏の平均気温が平年よ

り低くなる確率は50%程度で 平均気温が平年よ

り高くなる場合もある。そもそも天候はエルニー

ニョ現象だけに左右されているわけで、

はなく，異常気象にはエルニーニョ現

象とは結びついていないと考えられる

ものが多数あるので注意が必要である。

2.工ルニーニョ現象の定義
気象庁は，エルニーニョ監視海域
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図3. 工ルニーニョの発生期間
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エルニーニョ監視海域の月平均海面水温の基準値との差 (OC)の推移 (1979年

1月-2003年5月)。折線は月平均値，滑らかな太線は5か月移動平均値を示し，

正の値は基準値より高いことを示す。エルニーニョ現象の発生期間は濃いライン

で，ラニーニャ現象の発生期間は薄いラインで それぞれ陰影を施しである(基

準値は1961-90年の30年平均値)。

表 1.工ルニーニョ現象と水稲の作況

(1949年以降，季節単位，括弧内は継続期間)

エルニーニョ現象 ラニーニャ現象 10a収当量たり 作指況数

1949年夏-50年夏(5季節)
1951年春-51/52年冬(4季節)
1953年春一53年夏(2季節) 1954年春一56/57年冬 (12季節)
1957年春-58年春(5季節) S32 377 114 
1963年夏-63/64年冬(3季節) 1964年春一64/65年冬(4季節) S38 426 105 
1965年春-65/66年冬(4季節) 1967年夏-68年春 (4季節) S40 418 100 
1968年秋一69/70年冬(6季節) 1970年春-71/72年冬(8季節) S44 473 104 
1972年春一73年夏 (5季節) 1973年春-74年春(5季節) S47 461 98 

1974年秋-76年春(7季節)
1976年夏-76/77年冬(3季節) S51 466 99 
1982年春-83年夏 (6季節) 1984年秋一85年夏(4季節) S58 481 98 
1986年秋-87/88年冬(6季節) 1988年春-89年春(5季節) S62 523 104 
1991年春-92年夏(6季節) H3 491 96 I 
1993年春-93年夏 (2季節) H5 444 87 
1997年春一98年夏(6季節) 1998年秋一99年春(3季節) H9 517 101 

1999年夏-2∞0年春 (4季節) H10 497 97 
2002年春-02/03年冬(4季節) H14 543 103 

収量， 作況指数は富山統計情報事務所

経150度~西経90度)の海

面水温の基準値 (1961年

から 1990年までの30年平

均)との差の5か月移動平

均が， 6か月以上連続して
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C以上になった場合を
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C 

以下となった場合をラニー

ニャ現象と定義している。

3.南方振動指数

南方振動の様子を示すた

め，東部の代表地点として

南大平洋のタヒチ，西部の

代表地点、としてオーストラ

リア北部のダーウィンをと

って，この 2地点の月平均

海面気圧の平年偏差に基づ

いて計算された指数を南方

振動指数と名づけている。

この指数は大平洋赤道域を

吹いている貿易風の強さの

目安となり，正の値は貿易

風が強いこと，負の値は弱

いことに対応している。

一般にエルニーニョ現象

が起こっているときは南方

振動指数が低く，ラニーニ

ャ現象が起こっているとき

には南方振動指数が高t)0 
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4. 工ルニーニョ現象及びラ 図4. エルニーニョ現象発生期間中の季節平均気温(左列)季節降水

ニーニャ現象の発生期間 量(右列)統計期間:1942~2000年。 棒グラフ上の数字は出現数を示す。

エルニーニョ現象は1949

年以降， 14回発生している。

富山県における水稲の収量

と作況指数は以下のとおり。

平成5年は6月2日の梅

雨入り以降，梅雨明けが特

定されないまま 9月上旬ま

で記録的な低温，寡照，長

雨が続き，水稲は低温障害

による不稔や倒伏，いもち

病の発生などで作柄は著し

い不良であった。

5. 工ルニーニョ現象に伴

う天候の特徴

エルニーニョ現象の発生

に伴い熱帯域を中心に大気

の流れが大きく変化して，

その影響が中・高緯度にも ;南西諸島

伝わるため，世界の天候に [ 側 20% 側 60% 馴 10倒

影響が及ぶことが知られて

いる。大平洋熱帯域に位置

するインドネシア周辺地域

や南米北部などでは，エル

ニーニョ現象の直接的な影

響を受ける。一方，熱帯域

から離れた中緯度に位置す

る日本の天候にも間接的に

影響が及ぶことが，過去50

年程度の資料に基づく調査

により分かつてきた。

エルニーニョ現象発生時

の日本及び世界の天候に現

れやすい特徴は以下のとお

り。

5 -1 .日本の天候

エルニーニョ現象に伴っ

て現れる天候の特徴を季節

毎にまとめた。取り上げた気象要素は，季節平均

気温，季節降水量，梅雨の入り明けである。各要

素について， 3階級(気温は「低t)J.I平年並J，
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図5.エルニーニョ現象発生期間中の梅雨入り(左)梅雨明け(右)

統計期間:1951 ~2000年。 棒グラフ上の数字は出現数を示す。
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「高t)J.降水量は「少ないJ.I平年並J，I多t)J. 
梅雨の入り明けは， I早いJ，I平年並J，I遅いJ)
の出現頻度を，次ページの図にまとめた。
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( 1 )春 (3--5月)

気温の傾向については特徴は見られない。

降水量は，北日本日本海側では「平年並jの割合

が大きく，北日本大平洋側で「平年並~少なし'1J，

東日本日本海側と西日本で「平年並~多~'1Jの傾
向がみられる。

( 2 )夏(6 --8月)

気温は，北日本，東日本，西日本では「平年並

~低~'1 J の傾向が明瞭で 特に西日本で「低~) J 
割合が大き~ '1 0 南西諸島「低~'1Jが50%を占める
が「高~'1Jも約30%ある。
降水量は，東日本，西日本では「平年並~多~'1J 
の傾向が顕著で 特に西日本日本海側で「多t'lJ
の割合が約70%を占める。

【梅雨の入り明け】

梅雨入りは，四国では「平年並~早~) Jの傾向が
みられるが，その他の地域では，明瞭な傾向はみ

られない。

梅雨明けは，沖縄を除き「平年並~遅~'1Jの傾向
が見られ，特に四国では「遅~) Jの割合が大きい。
( 3 )秋(9 --11月)

各季節の中では最も気温の偏りが明瞭である。

全国的に「平年並~低t'1Jの傾向が明瞭で，特に
東日本，西日本，南西諸島で「低~'1Jの割合が多
~'1。

降水量は，東日本では「平年並~少なしリの傾

向がみられる。

( 4 )冬 (12--2月)

気温は，北日本では「平年並~低~'1J ，東日本，
西日本、南西諸島では「平年並~高~'1Jの傾向が
みられる。

降水量は，東日本太平洋側では「平年並~多~'1J 
の傾向が明瞭で、 南西諸島では「多Lリの割合が

大きい。また，北日本太平洋側，西日本でも「平

年並ー多~'1Jの傾向がみられる。
以上まとめると エルニーニョ現象の発生時に現

れやすい天候の特徴には，

-夏は平均気温が平年並か低く 東日本や西日本

で降水量が平年並か多い傾向

.梅雨明けは平年並か遅れる傾向

-秋には平均気温が平年並か低い傾向

.冬の平均気温は平年並か高い傾向

など，季節や地域によって様々な傾向がみられる。

5-2匡世界の気候

エルニーニョ現象の発生時に現れやすい世界の

天候の特徴は，地域や季節によって異なる。東南

アジアや南米など熱帯の地方ではエルニーニョ現

象の直接的な影響を受けるため 顕著な少雨や多

雨の発生が報告されている。降水量や気温の変動

のほかにも，台風や大西洋のハリケーンの発生数

が減少する傾向があると報告されている。

6.ラニーニャ現象に伴う天候の特徴

エルニーニョ現象発生時に比べて天候が平年の

状態から偏る割合は小さい。気温に現れる特徴は

季節・地域によりばらつきはあるが「平年並Jに
なることが多い。秋の後半から初冬にかけて「平

年並J~ I低温J の割合が多~)。降水量は冬は

「平年並J~ I多~) J割合が多い。梅雨の入り・
明けの時期はともに「平年並J~ I早~) Jの割合
が多い。梅雨期間の降水量には平年からの偏りは

見られない。台風の発生数 接近数ともに平年か

らの偏りはみられない。

7.むすび

今回は，エルニーニョ現象について紹介したが，

身近な植物の観察から気候変動をハダで感じるこ

とも大切で、はないだろうか。


